
  

  
「体験」から「経験」へ 

校 長 二 宮  昭 夫     

４月７日の始業式・入学式からスタートした１学期も終業式を迎えました。新型コロナ

ウイルスの感染が収まっているとは言えない状況ではありましたが、すべての教育活動を

予定どおりおこなうことができ、ほっとしています。保護者の皆様や地域の皆様には、本

校教育活動推進のために、ご支援・ご協力をいただきましたこと、厚くお礼を申しあげま

す。 

７０日間の１学期、子供たちはそれぞれ輝く姿をたくさん見せてくれました。マスクを

しながらも笑顔一杯であいさつをしてくれる子供たち。体育館に集まった朝会でもしっか

り話を聴いている子供たち。３年振りの水泳、「地獄のシャワーは、幸せのシャワーだった」

と笑顔を見せてくれた子供たち。様々なことを積み重ね、成長した姿をたくさん見せてく

れた淵野辺小学校の子供たちに感謝しています。その子供たちの笑顔に寄り添い、ご支援

いただいた「ふちっ子サポート隊」の皆様、本当にありがとうございました。おかげで、

これまでに以上に一人一人の自己実現に向けた教育活動をおこなうことができました。 

先日、「ドローンチャレンジ」という学習が

あり、相模原ロータリークラブ、そしてドロ

ーンラウンジジュピターの方々が来て、６年

生がドローンの操作やプログラミングでド

ローンを自動的に動かすことに挑戦しまし

た。プログラミングでドローンを動かすこと

は、最初はなかなかうまくいきません。しか

し、あきらめずに試行錯誤しながら挑戦して

いくと、だんだんと思うような動き方をする

ようになってきます。そんな時にジュピター

の方が子供たちの考え方を認め、褒めてくれることで、ますます子供たちはやる気になっ

ていきます。最後には、思うようにドローンが自動的に動き、大喜びでした。 

子供たちは、ドローンチャレンジの体験を通して、試行錯誤すること、見通しをもって

段取りを考えること、そしてこれからの技術発展の可能性について学ぶことができました。

ドローンチャレンジという「体験」が「経験」へと変わり、確かな力を身につけることが

できたのです。 

「体験」するだけでは子供の成長にはつながりません。「体験」が「経験」になり、確か

な力を身につけていくためには、その「体験」に次の４つが必要なのではないでしょうか。 

①主体的であること ②喜びや感動があること ③人とのかかわりがあること 

④振り返る機会があること 

これから３５日間の夏休みが始まります。子供たちは多くのことを「体験」することだ

と思います。その「体験」が価値ある「経験」となり、学んだことを自覚させるためにも、

体験したことを家族で振り返る機会を作ってみてはいかがでしょうか。 
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明日から３５日間の長い夏休みが始まります。子供たちに楽しみにしていることを聞い

てみると、「海で泳いだり、釣りをしたりする！」「親戚の家に遊びに行く！」「沖縄に行っ

て、シュノーケリングをする！」など、計画していることを笑顔で話してくれました。 

今夏も感染拡大防止に努めながらの生活が続きそうですが、こ

の長期休みだからこそチャレンジできることがたくさんあると思

います。そして、学校では経験できないことが、子供たちを一回り

大きく成長させてくれます。「予定は特にない」と答えた子供たち

もいましたが、その場合は、是非「ひとりで○○！」にチャレンジ

してほしいと思います。今まで「家の人にやってもらっていたこ

と」「家の人と一緒にやっていたこと」を、ひとりでできるように

なることは、子供たちの主体性を育み、自主自立へとつながりま

す。夏休みでの子供たちの成長を応援し、温かく見守っていただけ

ると幸いです。 

８月２５日に子供たちが元気に登校してくるのを楽しみに待っ

ています！ 

 

「安全で楽しい夏休みを過ごすために」・・・全家庭に配付 

夏休み中、気をつけてほしいことが記載されています。学校でも指導はしていますが、

ご家庭で子供たちと一緒に確認し、事故や事件に巻き込まれないように十分ご留意下さい。 

 

「かながわ子ども家庭 110 番相談 LINE」（保護者用） 

「相談窓口紹介カード 2022」「ヤングテレホン相談カード」：全児童に配付（名刺サイズ） 

 「こころのクリアファイル」：６年児童に配付 

 子供は危機に直面したり、環境の変化や人間関係等によってストレスを抱えたりすると

多くの場合、心身にストレスサイン（異変）が現れます。このストレスサインに気づき、

早期に対応することによって重症化を防ぐことができます。学校では、担任の他、児童支

援専任教諭、養護教諭、スクールカウンセラー（ＳＣ）などが子供たちの悩みを共有し、

保護者の皆様の協力のもと、一緒に考えていきます。夏休みの子供たちの様子でお気づき

のことがありましたら、２学期に学校へお知らせ下さい。 

 もし、夏休み中にスクールカウンセラーに相談したいことがありましたら、青少年相談

センター(042-752-1658)へご連絡ください。 

  

８月２６日（木）～２９日（月）の日程 

日付 予  定 下校時刻 

２５（木） Ｂ４日課 始業式 １２：３０ 

２６（金） Ｂ４日課  １２：３０ 

２９（月） Ｂ４日課 １２：３０ 

 

～心も体も大きく成長する夏休みに！～ 

               児童支援専任教諭  片桐 綾子 

夏休み中の陽性報告について 

夏休み中に新型コロナウイルスの陽性になった場

合は次の連絡先に連絡してください。 

○夏休み中（閉庁日を除く）も学校に連絡 

○土・日曜日は、よく月曜日に学校に連絡 

○閉庁日（8/10～8/16）は教育委員会学校保健課に

連絡（042-707-7199） 

★淵野辺小学校（042-752-2044） 


